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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第３四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第３四半期 42,064 △12.7 2,528 △22.4 2,659 △16.0 1,844 21.8

2019年３月期第３四半期 48,157 15.6 3,256 23.9 3,166 10.4 1,513 △10.2
(注) 包括利益 2020年３月期第３四半期 1,242百万円( △9.3％) 2019年３月期第３四半期 1,369百万円(△23.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第３四半期 184.10 182.36

2019年３月期第３四半期 151.87 149.71
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第３四半期 45,000 25,724 50.7

2019年３月期 44,335 25,017 49.8
(参考) 自己資本 2020年３月期第３四半期 22,825百万円 2019年３月期 22,081百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 － － － 50.00 50.00

2020年３月期 － － －

2020年３月期(予想) 40.00 40.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 57,000 △10.1 2,700 △19.7 3,000 △7.6 2,000 △41.0 199.51
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 1社（社名） AN NAM MATSUOKA GARMENT CO.,LTD 、除外 －社（社名） －
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期３Ｑ 10,030,400株 2019年３月期 9,996,700株

② 期末自己株式数 2020年３月期３Ｑ 96株 2019年３月期 52株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期３Ｑ 10,017,327株 2019年３月期３Ｑ 9,966,937株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国においては、雇用情勢が堅調に推移し、景気の拡大が継続し

ているものの、個人消費の伸び悩みや米中貿易摩擦により設備投資が減速するなど景気の下押し要因も強まり始め、

力強さに欠ける状況にあります。欧州では、米中貿易摩擦等による外需の落ち込みが内需にまで波及しつつあり、英

国のＥＵ離脱交渉等も影響し、全体的に減速感を強めています。中国においては、米中貿易摩擦の長期化により、経

済成長は鈍化傾向にあります。足元での景気対策による底入れ感は見られるものの、持続性に関しては未だ不透明な

状況であります。

わが国経済では、所得環境の改善により、景気は緩やかな回復基調にありましたが、相次ぐ自然災害や、消費税増

税の影響、米中貿易摩擦の拡大等が景気の下振れリスクとして懸念されています。

当社グループの主要な取引先であるアパレル業界におきましては、販売チャネルの多様化、低価格志向・選別消費

の傾向が続き、消費税増税や天候不順等による消費マインドの低下もマイナス要因となり、総じて厳しい環境下にあ

ります。

このような状況の中、当社グループでは、インナーウェアや生地加工で売上高が減少しましたが、特定の大手ＳＰ

Ａ向けのカジュアルウェアで当第３四半期連結会計期間の受注が回復傾向となり、売上高、利益ともに改善が見られ

ました。

生産の状況といたしましては、当第３四半期連結会計期間において、受注の急増に応えるべく、効率的な生産に努

めました。また更なる生産体制の強化と効率化を目的とした新設備の導入を進める等、生産性の向上とコストダウン

に注力しました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は420億64百万円（前年同期比12.7％減）、営業利益は25億

28百万円（同22.4％減）、経常利益は26億59百万円（同16.0％減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

前第３四半期連結累計期間に特別損失として計上した解約違約金２億69百万円等の剥落により、18億44百万円（同

21.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べて６億65百万円増加し、450億円となりました。主

な要因としては、原材料及び貯蔵品の減少15億20百万円等があったものの、仕掛品の増加14億13百万円、商品及び製

品の増加６億54百万円、無形固定資産の増加２億15百万円等があったことによるものです。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて41百万円減少し、192億76百万円となりました。

主な要因としては、短期借入金の増加７億38百万円、長期借入金の増加６億43百万円等があったものの、支払手形及

び買掛金の減少８億78百万円、未払法人税等の減少５億79百万円等があったことによるものです。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ７億６百万円増加し、257億24百万円となりまし

た。主な要因としては、配当金の支払４億99百万円、為替換算調整勘定の減少６億63百万円等があったものの、親会

社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加18億44百万円等があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年３月期の連結業績予想につきましては、2019年11月13日に公表いたしました業績予想から変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,729 8,842

受取手形及び売掛金 9,381 9,410

商品及び製品 1,599 2,253

仕掛品 3,875 5,289

原材料及び貯蔵品 3,788 2,268

その他 3,375 3,185

貸倒引当金 △12 △16

流動資産合計 30,737 31,234

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,472 5,667

その他（純額） 5,154 4,904

有形固定資産合計 10,626 10,572

無形固定資産

その他 1,196 1,411

無形固定資産合計 1,196 1,411

投資その他の資産

その他 2,593 2,551

貸倒引当金 △818 △769

投資その他の資産合計 1,774 1,782

固定資産合計 13,597 13,766

資産合計 44,335 45,000
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,217 8,338

短期借入金 3,177 3,915

1年内返済予定の長期借入金 153 222

未払法人税等 900 320

賞与引当金 300 267

その他 1,753 1,492

流動負債合計 15,503 14,557

固定負債

長期借入金 2,949 3,593

役員退職慰労引当金 284 －

退職給付に係る負債 261 269

資産除去債務 194 196

その他 123 659

固定負債合計 3,813 4,719

負債合計 19,317 19,276

純資産の部

株主資本

資本金 529 555

資本剰余金 2,482 2,520

利益剰余金 17,966 19,311

自己株式 △0 △0

株主資本合計 20,978 22,386

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 17 16

為替換算調整勘定 1,097 434

退職給付に係る調整累計額 △12 △11

その他の包括利益累計額合計 1,102 439

非支配株主持分 2,935 2,898

純資産合計 25,017 25,724

負債純資産合計 44,335 45,000
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 48,157 42,064

売上原価 41,548 36,217

売上総利益 6,609 5,846

販売費及び一般管理費 3,353 3,318

営業利益 3,256 2,528

営業外収益

受取利息及び配当金 71 43

為替差益 － 47

持分法による投資利益 15 37

その他 191 164

営業外収益合計 278 293

営業外費用

支払利息 166 82

為替差損 134 －

その他 66 79

営業外費用合計 367 162

経常利益 3,166 2,659

特別損失

解約違約金 269 －

減損損失 200 －

投資有価証券売却損 3 －

特別損失合計 473 －

税金等調整前四半期純利益 2,693 2,659

法人税等 876 686

四半期純利益 1,816 1,973

非支配株主に帰属する四半期純利益 303 128

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,513 1,844

決算短信（宝印刷） 2020年02月13日 10時44分 7ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



株式会社マツオカコーポレーション(3611) 2020年３月期 第３四半期決算短信

6

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益 1,816 1,973

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2 △0

為替換算調整勘定 △429 △700

退職給付に係る調整額 1 1

持分法適用会社に対する持分相当額 △20 △30

その他の包括利益合計 △447 △730

四半期包括利益 1,369 1,242

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,079 1,180

非支配株主に係る四半期包括利益 290 61
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

　国際財務報告基準を適用している子会社は、第１四半期連結会計期間より、国際財務報告基準第16号「リー

ス」（以下「IFRS第16号」という。）を適用しております。これにより、リースの借手は、原則としてすべての

リースを貸借対照表に資産及び負債として計上することとしました。IFRS第16号の適用については、経過的な取

扱いに従っており、本基準の累積的影響額を適用開始日に認識する方法を採用しております。

　なお、この適用による当第３四半期連結累計期間の連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。
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